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 本年第３年次に入った甘粛省永靖県劉家峡ダム湖日中友好林造林は所定の計

画に沿って順調に造林が進められている。８月に現地を訪れ、現場を実視し、

それを確認した。 

 本県は同ダムを観光資源として、現在では立派な観光地として賑わっている。 

ところで、近年中国は農村からの人口の都市への移動が活発に行われている。 

 それは政策上の問題のみでなく、１つの国家の近代化の過程として、自然な

流れでもある。それは災害地のみでなく、非災害地においても同じように行わ

れており、それに従い内陸も含めて少なくても各県の県城所在地では新区と称

して、新しい都市建設が活発に行われている。日本にはあまり知られていない

が、No１３では、舟曲県の土石流からの復興が 3年という短時間に目を見張る

成果を上げたことを本欄で紹介したが、そこでも災害地の復興のみでなく、旧

県城所在地から 16km離れた場所に新区を建設した。今回訪れた永靖県におい

ても立派な新区が建設さ

れていた（写真参照）。 

それは旧県城とは全く

異なり超近代的高層ビル

が林立し、幅広い道路、住

民の憩いの場として、大き

な噴水、広い池、その大き

な池に架かるアーチ状の

橋、さらにそこに配置され

た公園等全く見事なものである。この新区に接続する広い拡幅の高速道路。そ

こには交通の便が図られている。こうした光景からはどこかの国の駅前のシャ

ッター通りからは想像できない。 

 そしてそこにゆったりと暮らす人々の生活が垣間見られる。 

 こうした都市化は今、省都を中心とした大都市のみでなく多くの県城所在地

でも盛んに進められているといわれる。 

 中国には５億７千ムーの農業に適した土地があり、そのうち 4億ムーの農地

を確保することが最低条件であり、その意味で 1億 7千万ムーの「退耕還林」

の余地があるが、今後は無理をして石の山の頂上まで植林することはないこと

としたという。 

 日中緑化交流基金は中国の生態建設を主目的として展開してきた。 



それは丁度中国の生態建設の時代に同調し、大きな成果を上げてきた。それも

いよいよ終点に近づいているようであり、これからの中国の緑化は都市化の進

展に伴い、都市緑化に重点が置かれることになろう。 


